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表紙の写真
今
月
号
の
表
紙
は
、
長
崎
大
学
病
院
へ
養
殖
ブ
リ
を
進
呈
し
て
い
る
様
子
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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去
る
九
月
十
八
日
、
Ｊ
Ｆ
全
漁
連
（
岸　

宏 

会
長
）
は
、
第
三
十
五
回
漁
協
運
動
功
労
者
三
十
一
名
、

及
び
第
三
回
漁
業
振
興
功
績
者
三
十
六
名
を
発
表
し
ま
し
た
。
今
年
度
の
表
彰
式
お
よ
び
祝
賀
会
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
見
合
わ
せ
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
県
か
ら
左
記
の
方
々
が
受
章
さ
れ

ま
し
た
の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

二
〇
二
〇
年
度
漁
協
系
統
功
労
者
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　受
章
者
決
定

二
〇
二
〇
年
度
漁
協
系
統
功
労
者
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　受
章
者
決
定

総
務
指
導
部
指
導
課

大久保　照享 氏
JF 勝本町　代表理事組合長

浜田　千次郎 氏
JF 新魚目町　代表理事組合長

小山　文雄 氏
JF 西海大崎　代表理事組合長

吉村　元嗣 氏
JF 美津島町西海

［
漁
協
運
動
功
労
者
表
彰
］

［
漁
業
振
興
功
績
者
表
彰
］
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九
月
に
は
一
旦
落
ち
着
き
を
見
せ
て
い
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
が
全
国
的
に
拡
大
し

て
お
り
、
本
県
に
お
い
て
も
十
二
月
に
入
り
徐
々
に

新
規
感
染
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
対
応
に
日
々
奮
闘
し
て
い
る
医
療
関
係
者

を
応
援
す
る
た
め
、
本
会
で
は
長
崎
県
水
産
物
国
内

流
通
促
進
緊
急
対
策
事
業
を
活
用
し
て
十
二
月
二
十

日
、
二
十
五
日
の
両
日
、
県
下
医
療
機
関
へ
本
県
産

養
殖
魚
の
進
呈
を
行
い
ま
し
た
。

　

十
二
月
二
十
日
は
本
会 

髙
平
会
長
が
長
崎
大
学

病
院
を
訪
問

し
、
同
大
学

病
院
中
尾
一

彦
病
院
長
へ

「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策

な
ど
医
療
の

最
前
線
で
働

く
皆
様
に
心

よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま

す
。」
と
エ
ー
ル
を
送
り
、
本
県
産
養
殖
ブ
リ
六
四

〇
食
分
を
進
呈
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
十
二
月
二
十
五
日
に
は
長
崎
み
な
と
メ
デ

ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
、
長
崎
市
医
師
会
、
済
生
会
長
崎

病
院
の
三
医
療
機
関
の
医
療
従
事
者
に
対
し
合
計
四

五
〇
食
分
の
本
県
産
養
殖
マ
ダ
イ
を
進
呈
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
進
呈
に
対
し
、
長
崎
大
学
病
院
中
尾
病
院

長
よ
り
「
立
派
な
ブ
リ
を
頂
き
感
謝
し
た
い
。
第
三

波
に
よ
り
緊
張
が
高
ま
っ
て
い
る
折
に
激
励
を
頂
き

非
常
に
う
れ
し
く
思
う
。
気
持
ち
を
新
た
に
頑
張
り

た
い
。」
と
の
感
謝
の
言
葉
を
頂
い
た
ほ
か
、
各
医

療
機
関
か
ら
も
、「
今
後
も
皆
様
か
ら
の
ご
支
援
・

ご
声
援
を
励
み
に
全
職
員
が
一
丸
と
な
り
安
心
・
安

全
な
医
療
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。」
と
の
お

手
紙
を
頂
き
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
つ

き
ま
し
て
は
、
全
く
先
行
き
が
見
え
な
い
状
況
と
な

っ
て
お
り
ま
す
が
、
本
会
と
し
ま
し
て
も
内
部
の
感

染
対
策
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
県
下
会
員
へ
関
連

対
策
事
業
や
感
染
対
策
状
況
等
の
情
報
提
供
に
努
め

て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
県
下
医
療
機
関
等
に
対
し
て

も
引
き
続
き
微
力
な
が
ら
も
支
援
・
応
援
し
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

長
崎
市
内
の
医
療
従
事
者
に
養
殖
魚
を
配
布

長
崎
市
内
の
医
療
従
事
者
に
養
殖
魚
を
配
布

長
崎
市
内
の
医
療
従
事
者
に
養
殖
魚
を
配
布

企
画
事
業
推
進
課

長崎市医師会 長崎大学病院

長崎みなとメディカルセンター

済生会長崎病院
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【
小
長
井
直
売
店
】

　

平
成
十
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
長
崎
県
諫
早
市
小
長

井
町
に
あ
る
諫
早
湾
漁
協
小
長
井
直
売
店
を
紹
介
し

ま
す
。

　

同
直
売
店
で
は
、
有
明
海
で
獲
れ
た
新
鮮
な
魚
介

類
を
中
心
に
、
水
産
加
工
品
や
山
の
幸
、
特
産
品
な

ど
多
種
多
様
な
商
品
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、

『
小
長
井
牡
蠣
』、日
本
オ
イ
ス
タ
ー
協
会
主
催
の「
か

き
日
本
一
決
定
戦
」
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
牡

蠣
ブ
ラ
ン
ド
『
華
蓮
』、
Ｔ
Ｖ
番
組
で
も
紹
介
さ
れ

た『
ゆ
り
か
ご
あ
さ
り
』は
人
気
を
博
し
て
お
り
ま
す
。

　

来
店
者
は
、
長
崎
県
民
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
九

州
を
は
じ
め
と
す
る
各
県
か
ら
牡
蠣
や
ア
サ
リ
を
求

め
て
訪
れ
て
お
り
、
開
店
前
に
は
長
蛇
の
列
が
で
き

る
な
ど
人
気
の
高
さ
が
窺
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
冬
季
に
期
間
限
定
で
は
あ
り
ま
す
が
、
直

売
店
の
横
に
「
か
き
焼
き
小
屋
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、

牡
蠣
を
は
じ
め
、
直
売
店
で
購
入
し
た
獲
れ
た
て
の

食
材
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
直
売
店
は
、
地

方
発
送
や
電
話
注
文
も
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
小
長
井
町
へ
訪
れ
た
際
に
は
、
立
ち
寄
っ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

○
住
所
：
諫
早
市
小
長
井
町
遠
竹
八
一
六
－
三

　

○
電
話
番
号
：
０
９
５
７
－
３
４
－
２
３
３
６

　

○
定
休
日
：
な
し 

　

○
営
業
時
間
：
九
時
～
十
七
時
三
〇
分

【
瑞
穂
直
売
店
】

　

平
成
十
二
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
長
崎
県
雲
仙
市
瑞

穂
町
に
あ
る
諫
早
湾
漁
協
瑞
穂
直
売
店
を
紹
介
し
ま
す
。

　

同
直
売
店
で
は
、
地
元
漁
師
が
水
揚
げ
し
た
新
鮮

な
海
産
物
が
販
売
さ
れ
て
お
り
、
今
か
ら
春
先
ま
で

の
間
は
、
カ
キ
や
ア
サ
リ
が
目
玉
商
品
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
雲
仙
ブ
ラ
ン
ド
認
定
の
『
瑞
穂
産
カ
キ
』

と
『
瑞
穂
産
ア
サ
リ
』
は
、
大
ぶ
り
で
、
旨
味
成
分

諫
早
湾
漁
協
「
小
長
井
直
売
店
」「
瑞
穂
直
売
店
」

諫
早
湾
漁
協
「
小
長
井
直
売
店
」「
瑞
穂
直
売
店
」

諫
早
湾
漁
協
「
小
長
井
直
売
店
」「
瑞
穂
直
売
店
」

漁
協
直
売
所
探
訪

総
務
指
導
部
　
指
導
課

小長井直売店の外観

直売店横に設けられている、かき焼き小屋
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が
豊
富
で
す
。
ま
た
、
季
節
に
よ
っ
て
は
ワ
タ
リ
カ

ニ
や
ク
ツ
ゾ
コ
、
コ
ノ
シ
ロ
、
貝
類
な
ど
様
々
な
魚

介
類
が
店
頭
に
並
び
ま
す
。

　

来
店
者
は
、
地
元
住
民
に
限
ら
ず
、
九
州
各
県
か

ら
訪
れ
る
な
ど
幅
広
く
親
し
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
地

方
発
送
や
電
話
注
文
も
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
瑞
穂
町
へ
訪
れ
た
際
に
は
、
立
ち
寄
っ
て
み
て

瑞穂直売店の内観

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

○
住
所
：
雲
仙
市
瑞
穂
町
西
郷
庚
八
五
－
一

　

○
電
話
番
号
：
０
９
５
７
－
７
７
－
３
５
８
８

　

○
定
休
日
：
毎
週
水
曜
日

　

○
営
業
時
間
：
十
時
～
十
七
時

　
（
公
財
）
漁
船
海
難
遺
児
育
英
会
は
、漁
船
の
海
難
事
故
（
転
覆
・
衝
突
等
）
や
海
中
転
落
等
の
事
故
に
よ
り
、

親
を
亡
く
さ
れ
た
遺
児
の
経
済
的
・
精
神
的
援
助
を
目
的
に
設
立
さ
れ
、
幼

児
か
ら
小
中
高
生
・
大
学
生
に
学
資
の
給
与
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
教
育
費
の
高
騰
に
よ
り
資
金
的
に
は
ま
だ
十
分
と
は
い
え
ま
せ

ん
の
で
、今
後
と
も
皆
様
の
温
か
い
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
十
一
月
に
は
次
の
方
よ
り
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
こ

こ
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
紙
上
に
お
名
前
を
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。（
敬
称
略
）

【
団
体
】　

▼
壱
岐
地
区
漁
業
士
会

　
　
　
　

▼
阿
須
湾
漁
業
協
同
組
合

　
　
　
　

▼
美
津
島
町
西
海
漁
業
協
同
組
合

（
公
財
）
漁
船
海
難
遺
児
育
英
会壱岐地区漁業士会

瑞穂直売店の外観
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本
大
会
は
、
県
下
に
お
け
る
漁
村
青
壮
年
の
漁
業

者
が
研
究
実
践
し
て
き
た
水
産
業
に
関
す
る
技
術
、

経
営
な
ら
び
に
地
域
活
動
等
の
成
果
を
発
表
し
、
相

互
間
の
知
識
体
験
の
交
流
を
通
じ
て
活
動
意
欲
の
向

上
を
図
り
、
沿
岸
漁
業
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
県
漁
連
と
共
催
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流

行
に
伴
い
、
発
表
の
場
は
設
け
ず
、
発
表
し
て
い
る

様
子
を
動
画
に
収
め
た
デ
ー
タ
を
提
出
し
、
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

浜
の
活
動
を
担
う
二
団
体
と
長
崎
県
立
長
崎
鶴
洋

高
等
学
校
の
生
徒
に
よ
る
発
表
が
行
わ
れ
、
六
名
の

審
査
員
に
よ
り
、
来
年
三
月
に
開
催
さ
れ
る
全
国
大

会
の
出
場
者
を
選
出
し
ま
し
た
。

～
審
査
結
果
～

○
最
優
秀
賞

　
『
カ
キ
養
殖
の
導
入
か
ら
基
幹
漁
業
化
ま
で

　
　

～
地
域
ぐ
る
み
で
の
産
業
化
と
地
域
活
性
化
～
』

　
　
　
　

県
南
地
区
漁
業
士
会

平
田　

政
実　
氏

○
優
秀
賞

　

�『
藻
場
回
復
活
動
を
通
じ
て
の
地
域
連
携
に
つ
い

て
！
！
』

　
　
　
　

九
十
九
島
漁
協
小
佐
々
青
年
部

田
島　
　

巧　
氏

○
特
別
優
良
賞

　
『
ド
ロ
ー
ン
の
新
た
な
活
用
法
に
つ
い
て
』

　
　
　
　

長
崎
県
立
長
崎
鶴
洋
高
等
学
校

大
平
茉
季
奈　
氏

大
井
手　

涼　
氏

藤
原　

彩
美　
氏

宮
崎　

康
輔　
氏

　

令
和
三
年
三
月
に
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
は
、
リ

モ
ー
ト
で
の
発
表
と
な
り
ま
す
が
、
平
田
氏
（
最
優

秀
賞
）
及
び
田
島
氏
（
優
秀
賞
）
に
は
、
長
崎
県
代

表
し
て
精
一
杯
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

令
和
二
年
度
　第
二
十
三
回
全
国
青
年
漁
業
者
交
流
会
長
崎
県
大
会

令
和
二
年
度
　第
二
十
三
回
全
国
青
年
漁
業
者
交
流
会
長
崎
県
大
会

長
崎
県
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会

　
去
る
十
二
月
二
日
、
漁
協
会
館
三
階
会
議
室
に
て
全
国
青
年
漁
業
者
交
流
会
長
崎
県
大
会
審
査

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

審査員が動画を視聴している様子
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「
長
崎
県
の
魚
愛
用
店
」
で
地
産
地
消
を
！

「
長
崎
県
の
魚
愛
用
店
」
で
地
産
地
消
を
！

長
崎
県
水
産
加
工
流
通
課
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長
崎
女
子
短
期
大
学
と
の
レ
シ
ピ
集
作
成

長
崎
女
子
短
期
大
学
と
の
レ
シ
ピ
集
作
成

鯛
の
カ
レ
ー
キ
ッ
シ
ュ

材料 分量（２人分）
鯛 1/2 ～ 1尾（100g）
Ａ　塩 １つまみ
　　酒 小さじ１
れんこん 30g
にんじん 30g
ブロッコリー 30g
油 小さじ２
　　卵 １個
　　牛乳 50cc
Ｂ　生クリーム 50cc
　　カレー粉 小さじ 1/2
　　塩 ２つまみ
溶けるチーズ 50g

○作り方○
①�鯛は３枚におろして骨と皮を
除き、一口大に切ってＡで下
味をつける。
②�れんこんとにんじんはいちょ
う切りに、ブロッコリーは一
口大に切る。
③�フライパンに半量の油を入れ、
①を焼き取り出す。
④�残りの油を入れ、②を加えて
炒める。
⑤�Ｂを混ぜ合わせ、キッシュ地
を作る。
⑥�耐熱容器に③・④を入れて
⑤を流し、チーズをかけて
230℃で15分程度焼く。
⑦完成!!

Ｑ：このレシピを選んだ理由は？
Ａ：�魚料理の中でキッシュは珍しく、カレー

だと子供も大人も好きだと思ったから。
Ｑ：一番のこだわりはなんですか？
Ａ：�カレー味にしたことや、れんこんを入れ

ることで食感も楽しめるようにしたこと。
Ｑ：実際作ってみて、食べてみての感想
Ａ：�きれいに魚が捌けたことや、魚が嫌い
　　な人でも食べやすいと思いました!!

辻さん

私
が
作
り
ま
し
た
!!
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Ｄ
Ｎ
Ａ
に
よ
る
親
子
関
係
を
使
っ
た

　
　
　
ナ
マ
コ
の
放
流
試
験
に
つ
い
て

は
じ
め
に

　

県
内
で
は
、
各
種
魚
介
類
の
種
苗
放
流
が
実
施
さ

れ
、
放
流
効
果
の
算
定
や
、
放
流
効
果
を
高
め
る
試

験
の
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
標
識
が
使
わ
れ
て
い
ま
す

（
表
１
）。
し
か
し
、
ナ
マ
コ
や
ガ
ザ
ミ
は
、
体
に
標

識
を
付
け
た
り
、
体
の
一
部
を
切
除
し
て
も
、
標
識

が
脱
落
し
た
り
、
切
除
し
た
部
分
が
再
生
し
て
し
ま

う
な
ど
の
理
由
か
ら
、
従
来
の
標
識
を
使
う
こ
と
が

出
来
ず
、
放
流
効
果
の
検
証
が
十
分
な
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

近
年
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
使
っ
て
親
子
関
係
を
見
る
方
法

で
放
流
し
た
も
の
か
ど
う
か
を
判
断
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
昨
年
九
月
か
ら
、
こ
の
方
法
を
使
っ
た
ナ
マ

コ
の
放
流
試
験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
試
験
途
中
で

は
あ
り
ま
す
が
、
今
回
、
そ
の
成
果
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。

大
村
湾
で
の
放
流
試
験

　

ナ
マ
コ
の
放
流
サ
イ
ズ
の
検
討
の
た
め
、
昨
年
九

月
に
大
中
小
の
三
サ
イ
ズ
の
人
工
種
苗
（
表
２
）
を

大
村
市
地
先
の
六
×
六
ｍ
の
海
域
に
試
験
放
流
し
ま

し
た
。『
ナ
マ
コ
漁
業
と
そ
の
資
源
管
理
』※
に
は「
潮

間
帯
に
定
着
し
た
稚
ナ
マ
コ
は
、
二
ヶ
年
程
度
を
潮

間
帯
や
浅
場
で
過
ご
し
、
九
月
～
一
月
に
深
い
所
に

移
動
し
漁
獲
対
象
に
な
る
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
放
流
箇
所
は
岸
か
ら
約
二
〇
〇
ｍ
離
れ
た

転
石
帯
（
石
が
点
在
す
る
海
域
、
図
１
）
と
し
ま
し

た
（
水
深
は
約
一
ｍ
）。

　

放
流
後
の
追
跡
調
査
は
、
放
流
箇
所
周
辺
の
一
八

×
一
八
ｍ
内
の
二
五
定
点
で
潜
水
に
よ
る
枠
取
り
を

行
い
ま
し
た
。

※�

ナ
マ
コ
漁
業
と
そ
の
資
源
管
理
、
恒
星
社
厚
生
閣
、

廣
田
将
仁
・
町
口
裕
二

長
崎
県
総
合
水
産
試
験
場
　
　

漁
業
資
源
部
　
栽
培
漁
業
科

　
　
　
　
　
　

試
験
の
途
中
結
果

　

潜
水
調
査
に
よ
り
採
捕
さ
れ
た
ナ
マ
コ
は
、
体
の

一
部
を
採
取
し
て
Ｄ
Ｎ
Ａ
分
析
を
し
、
放
流
し
た
も

の
で
あ
る
か
を
判
定
し
ま
し
た
。

　

昨
年
九
月
四
日
に
放
流
し
た
ナ
マ
コ
の
推
定
生
残

率
の
推
移
を
見
る
と
、
放
流
直
後
か
ら
急
速
に
低
下

し
、
放
流
約
一
ヶ
月
後
の
十
月
一
日
に
は
三
五
％
、

八
四
日
後
の
十
一
月
二
十
七
日
に
は
七
％
と
な
り
ま

し
た
（
図
２
）。
図
に
は
示
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
今

年
度
の
七
月
の
調
査
（
放
流
後
三
〇
〇
日
）
で
は
、

昨
年
の
十
一
月
二
十
七
日
時
点
の
生
残
を
維
持
し
て

い
ま
し
た
。

表２　放流した種苗

図１　放流した転石帯

表１　長崎県下で使われている主な標識について
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採
捕
さ
れ
た
ナ
マ
コ
は
、
放
流
後
の
日
数
が
経
つ

に
つ
れ
、
大
型
ナ
マ
コ
の
割
合
が
増
え
、
放
流
八
十

四
日
後
の
十
一
月
二
十
七
日
に
は
八
〇
％
と
な
り
ま

し
た
（
図
３
）。

　

放
流
ナ
マ
コ
は
、
日
が
経
つ
に
つ
れ
て
、
徐
々
に

移
動
し
ま
し
た
。
図
２
に
示
す
よ
う
に
、
昨
年
九
月

十
日
に
は
放
流
箇
所
か
ら
一
・
五
ｍ
離
れ
た
海
域
で
、

十
月
一
日
に
は
二
・
五
ｍ
離
れ
た
海
域
で
確
認
さ
れ
、

図
に
は
示
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
本
年
七
月
一
日
に
は

四
・
五
ｍ
離
れ
た
海
域
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

図
４
は
三
サ
イ
ズ
の
放
流
群
の
体
重
の
推
移
を
示

し
て
い
ま
す
が
、
昨
年
は
重
量
の
増
加
は
僅
か
で
し

た
。
本
年
七
月
採
捕
の
ナ
マ
コ
は
Ｄ
Ｎ
Ａ
分
析
の
結

果
待
ち
で
放
流
群
の
分
離
が
出
来
て
い
ま
せ
ん
が
、

順
調
に
成
長
し
て
一
三
ｇ
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
デ
ー
タ
を
使
い
、
年
令
と
体
重
の
推
移
を
他
の
海

域
の
ナ
マ
コ
と
比
較
し
て
図
５
（
大
村
湾
の
結
果
は

★
）
に
示
し
ま
し
た
が
、
福
岡
県
の
豊
前
海
の
成
長

に
似
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

図
６
に
は
、
放
流
後
三
〇
〇
日
を
経
過
し
た
今
年

七
月
時
点
の
「
放
流
箇
所
か
ら
の
距
離
と
採
捕
さ
れ

た
ナ
マ
コ
の
体
重
」
を
示
し
て
い
ま
す
が
、
放
流
地

点
か
ら
離
れ
た
海
域
で
採
捕
し
た
ナ
マ
コ
の
サ
イ
ズ

が
大
き
い
傾
向
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
の
予
定

　

今
後
も
継
続
し
て
令
和
元
年
九
月
に
放
流
し
た
ナ

マ
コ
の
追
跡
調
査
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。
大
村
湾

で
は
規
制
に
よ
り
一
〇
〇
ｇ
以
上
で
漁
獲
が
可
能
と

な
り
ま
す
が
、
大
村
湾
と
似
て
い
る
豊
前
海
の
推
移

（
図
５
）
か
ら
見
て
、
今
年
度
か
ら
漁
獲
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
十
一
月
に
調
査
を
実
施
し
て
お

り
、
そ
の
解
析
が
待
た
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
追
跡
調
査
を
継
続
し
ま
す
と
図
５
の

様
な
大
村
湾
で
の
成
長
の
グ
ラ
フ
が
完
成
し
、
資
源

評
価
の
精
度
が
上
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

図２　放流したナマコの生残率の推移

図３　採捕（図２）されたナマコの由来（どの放流群に属するか）
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図４　ナマコの体重の推移（令和２年７月分はどの放流群かは未定）図５　ナマコの年齢と体重の関係（※から抜粋）

　

新
た
な
放
流
と
し
て
、
今
年
度
は
放
流
時
期
を
変

え
た
試
験
を
七
月
～
九
月
に
実
施
し
、
追
跡
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。
来
年
度
は
、
地
元
が
実
施
し
て
い

る
放
流
時
期
と
サ
イ
ズ
で
試
験
を
行
う
計
画
を
し
て

お
り
、
大
村
湾
で
の
ナ
マ
コ
の
放
流
効
果
を
高
め
る

技
術
開
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
担
当
：
平
野　

慶
二
）

図６　放流箇所からの距離（m）と採捕されたナマコの体重（g）

2.5m離れた箇所で､
15gと16gのナマコ
の採捕を示す
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本　　　店　〒852-8003　長崎市旭町3番15号　 　　　　　　　☎（095）861-3261
西九州支店　〒852-8003　長崎市旭町3番15号　 　　　　　　　☎（095）861-3261
北九州支店　〒750-0067　山口県下関市大和町1丁目11番3号　　☎（083）267-9111
南九州支店　〒889-3204　宮崎県日南市南郷町中村乙4847番地　☎（0987）64-1108

グラビア印刷・ラベル・農水産用包装資材・発泡スチロール・包装機械

包装資材メーカー
本　部／長崎市田中町593-1　　T E L(095)837 - 1100
営業部／長崎市田中町593-1　　T E L(095)837 - 8205
メールアドレス／eigyoubu@marumoto-pack.co.jp
工　場／福岡

URL https://seibunsha.jp

（有）正文 社 印 刷 所
〒850-0874　長崎市魚の町６番６号

TEL（095）826-0211　FAX（095）825-0538







お問い合わせは、長崎県漁連 購買課まで　TEL  095-829-2418～2420

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
！

わ
ず
ら
わ
し
さ
と
窮
屈
さ
か
ら
解
放
！

ベ
ス
ト
感
覚
で
着
れ
る

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

常
時
着
用
型
救
命
胴
衣（
自
動
膨
張
式
）

反射リフレクター
エアー吹入補充バブル
ホイッスル
炭酸ガスボンベ
手動レバー



漁協は、ＪＦグループへ。

ＪＦブランド商品

漁船用エンジンのための最高級オイル。
〈エンジンオイル〉
　大漁スーパー
　大漁ロイヤル
　大漁ＬＬ
〈油圧作動オイル〉
　大漁ハイドロスーパー
〈冷凍機オイル〉
　大漁ベストクール

海には、ＪＦマークの商品を。
　

問い合わせ先　　　ＪＦ全漁連　購買事業部　石油第２課　　TEL　03-6222-1323
ＪＦ長崎漁連　購 買 課 TEL　095-829-2419

ＪＦグループ



発
行
／
長
崎
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
　
長
崎
市
五
島
町
二
番
二
十
七
号
　
電
話
（
八
二
九
）
二
四
一
三
　
〒
八
五
〇–

〇
〇
三
六

年
間
購
読
料
二
、〇
〇
〇
円
　
会
員
の
購
読
料
は
会
費
に
含
む


